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まちづくりの芽 30—————————-——未来へつなぐ「まちづくり」 

まちづくり掲示板 102————みんなで考える歩きたくなる空間 

駅前の花便りNo.10—————————————彩り豊かで魅力的なまちに 

おなじみの阪急電車 No.30—————————————戦後復興期の阪急⑤ 

私が考える「まちづくり」———————————————————第5回Y.Y.氏

.30 

豊中駅前まちづくり推進協議会環境部会では、ま
ちに彩りを添えるため、街角に設置された花壇に
花を植え、守り育てる活動に取り組んでいます。 
活動の際に道ゆく人から「綺麗ですね」「いつも
ありがとうございます」と笑顔で声をかけられる
ことがあり、私たちも笑顔が溢れます。 
また、環境部会の活動そのものがメンバー同士の
つながりや交流を生み、笑顔を生み出していま
す。 
今年はこの輪を少しずつ広げ、「彩り」「仲間」
「つながり」をまちの中で育めるような活動がで
きたら…。そんなことを考えています。 
例えば、商店街のお店に水やりだけでも協力を依
頼し、店先にいつも季節の花が咲くような活動に
つなげることができないかということについても
検討しています。 
活動についても読者の皆様からもアイデアやご意
見があればお寄せください。また一緒に取り組ん
でくださる仲間も募集しています。

彩り豊かで魅力的なまちに

私たちと一緒にまちでお花を育てませんか？

毎週火曜日午後２時
から「こもれびガー
デン」で作業をして
います。お時間があ
るときのみでOKで
す。楽しくおしゃべ
りしながら一緒にお
花のお手入れをして
くれる仲間を募集中
です！

連絡先：06-6852-7661 
（環境部会：小林）
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～豊中駅前に「歩きたくなる、歩いて楽しい」余裕空間をつくろう～ 
第1回「豊中駅前の“ウォーカブル”を考える勉強会」を開催します！

この30年間、阪神淡路大震災をはじめとする自然災
害を経験し、直近３年ほどは新型コロナウイルス感
染拡大の影響で私たちの生活は大きな影響を受けま
した。 
では未来に目を向けると、３年後のまちはどうなっ
ているでしょうか…？ 
そして、30年後の豊中駅周辺はどんなまちになって
いるのでしょうか？ 
これから私たちの生活や豊中駅周辺にどのような変
化が起こるかを正確に予想するのは困難です。 
時代の流れは早く、変化のスピードは増すなかで、
不測の事態が起こることもあります。 
だからこそ、「未来を見据えて想いを持ってまちを
耕し続ける」ということが大事なのではないか？ 
そのようなことに気付かされた2022年だったように
感じます。 
私たち協議会は移りゆく時代の流れの中で、「いろ
いろな人が集い 交わり みんなが楽しく暮らせるま
ち」を具現化するために行動を続けていきます。

未来へつなぐ「まちづくり」

私たち豊中駅前まちづくり推進協議会は平成
５年（1993年）から活動を開始し、平成７年
（1995年）には豊中駅前まちづくり構想を策
定しています。 時代は令和へと移り変わり、
協議会発足から30年の時が経過しようとして
います。

新年明けましておめでとうございます。本年
もよろしくお願いいたします。 

協議会の直近３年間は、何処に行くにもマス
クを欠かさず身に着け、「密」を避けながら
の活動を余儀なくされました。 

では、私たちの３年後の未来について考える
とどうでしょうか？ 

豊中駅前はどのように変わり、私たちの生活
はどのようになっているでしょうか？ 

大切な日常は守られているでしょうか？

美味しさへの追求をモット
ーとし、メインとなる国産
豚肉に、甘みを出すキャベ
ツ、少し大きめにカットし
た生姜は、季節によって最

スクランブル交差点近くで
昨年11月12日に開店した餃
子専門店「大阪王」豊中店
さんを紹介しましょう。 
1969(昭和44)年創業のチェ
ーン店で、豊中店は第12番
目の開設となるそうで、店
内には１階に10席、２階に
28席があります。

本町1丁目13-32 
営業時間は11:30～22:00 
(ラストオーダーは21:30)

現在、豊中市では昨年９月に策定され
た「豊中駅周辺再整備構想」の実現に
向け、「豊中駅前まちづくりミーティ
ング」を開催するなどの取り組みが行
われています。 
協議会では再整備構想の優先的な取組
項目である、「銀座通りと一番街の道
路空間の再整備と空間活用方策の検
討」に着目しています。 
しかしながら、再整備構想が目指す商
店街のイメージは示されていません。 
協議会では今回の勉強会を通して、安
全に安心して歩きたくなる通りを中心
に「居心地が良く歩きたくなるまち」
について参加者の皆さんと話し合い、
将来のまちのイメージを地域で共有し
合いながら、実現に向けて具体的な改
善の方策を考えていきます。

102 豊中駅前まちづくり推進協議会 歩きたくなる空間
みんなで考える！まちづくり掲示板

【第２回】 
   豊中駅前の問題と課題を振り返る 

【第３回】 
   豊中駅前での可能性を検討してみる 

【第４回】 
   銀座通り活用のイメージを作ろう　 
   VR（ヴァーチャルリアリティ）活用 

【第５回】 
   実現の方法を考える 
　 段階的に整備の手法を考える

２回目以降は次のようなプランを 
考えています。

第１回目の“「ウォーカブル」の全国
の動きと実例を学ぼう”では、国の
「ウォーカブル」の施策、そして神戸
三宮の「エキゾウ」など全国各地で
「歩きたくなる居心地の良いまち」を
実現されている多くの事例を紹介しま
す。

日時　　　1月22日　午後2時～4時 
会場　　　大池コミュニティプラザ 
定員　　　35名 
参加費　　無料 

参加方法については会場に制約があり、事前の
お申し込みをお勧めします。 

メール　toyonaka.machikyo@gmail.com 
連絡先：090-8238-3425　事務局　小林 
（ホームページでも内容ご確認いただけます）

第１回勉強会について！

「餃子専門店 大阪王」さん

適な産地の厳選素材を使
用していると言います。
一般的な一口餃子の倍近
いボリュームが特徴で、
伊丹店では2016年に関西
エリアの餃子店では初の
ミシュランガイドに選ば
れ、2019年には外国人に
人気店を紹介するトリッ
プアドバイザーで、道頓
堀本店がレストラン部門
の７位にランクインした
とか。

“まちを元気にする” 
豊中駅前のお店めぐり　18

ビワ ツワブキ

まちづくりニュースは 
協議会サイトでも 
お読みいただけます。 

QRコードでアクセスできます！ 
https://toyonaka-machikyo.com/

これまでひとりひとりの思いと行動でまちが支
えられ、１日１日の積み重ねがこのまちを守っ
てきた事実を受け止め、2023年以降も、協議会
はより多くの声に耳を傾け、想いを込めて意見
を交わしていきます。

まちづくりクイズ

3. 
やんちゃで 
好奇心旺盛！

（今回のクイズは「マチカネ
くんプロフィール」を参考に
作成しています）

豊中市のキャラクターマチカネくんの性格について、
正しいものを１つ選んでください。

1. 
そそっかしくて 
ちょっとドジ！

2. 
さみしがりやで
人なつこい！

mailto:toyonaka.machikyo@gmail.com


価値観が多様化している今の
時代、どんなまちになってほ
しいかの一致した方向性を見
つけるのは大変かもしれませ
ん。でもそれぞれが考える
「よりよいまち」に向かっ
て、何か少しでもできること
をしようとする人たちがこの
まちにはたくさんおられるの
で、希望の持てるまちだと感
じています。 
一方ネットの世界では人々が
マイナスの気持ちを出してい
ることが多いように感じら
れ、一概に否定はできません
が、ギスギスした感覚が広が
るのは心配です。 
自治会活動や民生児童委員活
動を通して私が目指すよりよ
いまちは、「まなざしのあた
たかいまち」です。

限られた資材を有効に使用
し、部品を標準化するととも
に製造費の低減を図った「私
鉄郊外電車設計要領」も、資
材の生産が質量ともに豊かに
なってくると、規格の制約が
緩和されるようになり、
1948(昭和23)年に、それまで
のイメージと異なる｢運輸省
規格型車両｣の典型とも言え
る550形を新造した京阪神急
行電鉄も、翌1949(昭和24)年
には神戸線に“阪急電車スタ
イル”を踏襲した一段下降式
窓の800-850形(新造時は
700-750形と称していました
が1948年製の新京阪線向け
700形・750形とは別物)を10
両新造しました。 
ちなみに、現在の阪急電車に
は開けることができない｢固

定窓｣もありますが、開くこ
とができる窓はすべて下方に
押し下げて開ける構造になっ
ています。この方式では窓の
下に雨粒が入り込んで車体を
腐食させやすいので、一段下
降式の窓を嫌う会社が多いな
か、阪急では1925(大正14)年
に我が国最初の全鋼製車両と
して試作された初代510号車
以外はずっとこの方式を採用
し続けています。 
写真は阪急スタイルに戻った
800号です。

戦後復興期の阪急⑤ 

800号

1月15日
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第５回

子どもが泣いて周囲に気を遣
うお母さんや、ごみ出しをう
っかり間違えてしまう高齢者
が、周囲にゆったり受け止め
られますように。いつか来た
道、いずれ行く道、お互いさ
まですから。 
まちの自治会では、班長さん
の役割をできるだけ減らし、
普段は細くゆるくつながりな
がら、課題が出てきた時には
一緒に考えたり助け合ったり
できるような、身軽であたた
かい近隣関係づくりを目指し
て改善を進めています。Y.Y.


